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山口県三郡帯東部における結晶片岩系

と非変成古生代層群との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　村　義－　彦

The　Relation　between　’the　Crystalline’Schist　Formations
　　　　and　the　NeA－Metamorphic　Pa1さ◎z◎ic　F◎rMations

　　　　　　　　　in　the　E3stern　Part　of　tbe　Sangun　Zone

　　’　　　　　　　in　Yamaguchi　Prefecture．

、

∫

ノ

　　　　　　　　　By・

Yoshihiko　OKAMuRA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハABSTRAC響：　了ぬe　d三strict三s　z◎舩11y◇cc縫P圭¢d　by　the　Paleozo量c勧ど澱at三〇轟s（丁難e　Oda致》rmat沁漁），

the　Sangun　metamorphic　rocks鋤d　th¢Pal¢ozoic、formations（Thc　Kuga　formation）from　the　north

給伽§o滋h・Wぬ三1e．ge轟鵬1　gco109圭¢a！aRd　structura1　relat三〇琴s◇f癒e　d董§捻1αa驚de§c曲ed，象he

sheared　rocks　of　the　Paleozo五c　formations　qre　especially　discussed．

　　The　P鍛eozo蒸c　fer澱飢三〇無s（The◎ぬ恥r滋a藪o鍛）a窟圭the　S鐙9犠無搬e重a灘◎rph三c　zone　ar¢b◎疑Rded

by　the　Kitayama　over－thrust　named、by　G．　Koj量ma．　Betwe¢n　th¢Sangun　m¢tamorphic、　zone　Pand

the　K疑ga　foぎ灘飢沁難，　wh呈ck　is癒¢◎ぎ圭9三難a！どock◎f£｝1e　Ry6ke　metamorph三c§，　a　sheared　zo澄e　is　de。

veloped．　The　sheared　zone　is　mainly　composed　of　shear・slate　and　pelitic　semi・schist，　in　which　torn

bl・・k・・fsa捻d・甑・，・h・甑籍d！i斑・・歌㈱…iR・1疑d・d，・Rd・・撫9・d　p・ra璽1d給癒・s蓋・・ゆ1・捻・・王獄

limestone　lenses　in　th¢‘ shear　zon¢belongi耳g　to　the　Kuga　formation　Parafusuliha　and　JVeos‘hwαgerina

wero　ob£ai鵬δ，雛a重sh◎w三籍g眈age　of　the　M圭dd！¢£o　Uρpcr　Pe臨三鍛◎f　the　formatloR．

　　S止ructural　geometry　of　the　Sangun　metamorphic　rocks　and　the　Kuga　f（）rmation　iu　the　district　is

i益v¢S重ig・ted　a。C◇・d量森9毒・the§厩・鋤装a擁a1y§三S・f・rientati・XX・∫　S；ru。雛a玉e三¢搬・鱒§uch　as　f・1i・一塾

tion　and　lineation．　The　Kuga　fbrmation　is　structurally　continuous　and　parallel　to　th¢sheared　・

z・鴎v圭ewed緬斑嶽¢・r三ε滋at三・篇・f・structural・eleme鵬aRd　the　sheared　zeRe　is　subpaぎallel・te・thc

Sangun1　metamorphic　zone・　　　　　　　　　－

　　It三s　d鰍瞭t・es捻媛i§h・the・strat三9ご融三cal・succes§圭・織・f　t難e　sc滋fermat三・簸§and・tke・？a！e㈱lc

fbrmations　owing　to　many　faults．　The．western　end　of　the　Kuga　f（）rmation　and　the　shear皇d　zone

qre・c犠t　cff　by　tk・S繍ak・霧awa　t¢c細d三轟e　wぬ三c振圭§a・・…mal　f・u！庸¢繭総9賛一S・A鍵d癒・S疑c－

take呂awa　tectonic　lin¢is　cut　by．the　strike伽lt　trending　E－W．　In　the　distr五ct　the　normal魚ults　are

dev¢三◎ped量鍛癩¢・N£・SW　dlre¢£三〇総．丁歎e　geo109三ca装s撫c櫨e◇f£he　ea§匙em　ar¢a　i§character三zeδby

m・・。・li・i・an“1・・ally　i・も・li・・圃di・g・Th・6d・f・・m・ti・n，1whi・h・…e・p・nd・t・th・u，PPg・

fermatlOR　of撫¢Sa轟霧鞭gro縫P，搬ay．be　c◎rre蓋ated亡◎the　Kuga｛bτ斑a窺沁総・
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1　ま　　え　　が　　き

　　　　つの　すま
　山口県都濃郡須万の東方から玖珂郡河ll」鉱山の南方にかけて，中国地方で中央帯を構成す

る非変成古生代層群，三郡帯（本山支帯または山陽支帯に属する結晶片岩類），さらにこれら

の帯の南側に接して，柳井地方の領家変成帯の外縁帯に相当すると考えられる弱変成ないし

非変成古生代層群が広く分布している。したがってこの地域は三郡変成帯と古生代層君乖，あ

るいは領家変成帯の間の地質構造上の関係や，各変成帯の変成史を解くために重要なフィー

ルドということができる。（第1図）

第1図山口県東部地質概略図

　この地域の地質については1945年頃までは殆ど調査研究の手がつけられておらず，7万

5千分の1徳山図幅の範囲からも外れており，河山鉱山も本格的に開発されていなかった

ので，詳しいことは判っていなかった。そのころ小島丈児（1946）は須万付近の地質につい

て発表したが，その結論によると三郡変成岩類と北方の非変成古生代層群とは衝上性断層で

境し，須万の東方から南方にかけて古生代層群は，三郡変成岩類の上に衝上してklippeを

作っており，小島はこの断層に北山衝上断層の名称を与えた。さらに北方の広瀬付近では，

三郡変成岩類は非変成古生代層群と層位学的には整合関係で，両者は漸移するとのべた。つ

いで小島・佐々木（1950）は河山鉱山付近の地質について報告し，この中で三郡変成帯の岩
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石および北上衝上断層についてもか欺り詳しく述べている。翌年岡村・小島（1951）は，本

地域の南方の末武州付近を境にして三郡変成岩類と領家変成岩類が古期の南北方向の断層に

よって接していることを認め，これを末武携構造線と称した。そしてこの構造線の北方への

延長は本地域内の須万東方まで追跡され，その北限は確かではないが，しだいに東西性の勢

断岩類を伴った勢断帯に移行するのであろうと考えた。小鳥・岡村（1952）は，この地方の
　　　　　　　　　　　　つ　の
三郡変成岩類の原岩層群を都濃層群，これに接して南方に広く分布するチャート・粘板岩を
　　　　　　　　　　　く　が
主とする古生代層群を玖珂層群と名付けた。

　玖珂層群は領家変成岩類の原岩層に相当するもので，この地方の領家変成岩帯を北から南

に，領家外縁帯，雲母片岩帯，縞状片麻岩帯に分帯した。さらに，領家外縁帯の北限で三郡

変成帯と接する付近に著しい勢断運動を受けた地帯の存在することに注意し，この地帯の石

灰岩レンズの中からYabeinαに同定可能な化石を見いだしたeついで小島（1953）は，こ

の勇断帯を，三郡前縁勇断帯（frontal　shear　zone）と名付け，三郡変成期の末期に北から

南への衝上性勢断運動がはたらいて形成されたものと解釈した。そして末武川構造線はこの

勢断帯を切っているけれども，北方にゆくにつれてしだいにNNEからENEに方向をかえ

て勢断帯に平行するよううになるであろうと予測している。これらの関係は同年刊行された

20万分の1山口県地質図においても示されている。

　以上のように，この地域の地質については，主として小島・岡村によって1950～1953頃に

調査報告がなされたが，いずれも予報ないし概報であって，詳しい地質図や記載の報告はな

されておらず，いくつかの未解決の点を残したままにおかれていた感があった。その後いろ

いろの事情で数年間この付近の調査は中断されていた。筆者は1960年から再びこの地域の調
査を進め，一応この付近の地質についての結論をうることがで善たので，ここに報告した

い。

　本稿ではおもに三郡変成帯と，領家外縁帯とを境する末武川構造線の北限の問題，および

北から南に帯状に分布する三郡変成岩帯・勢断岩帯・非変成古生代層群の関係，特に勢断岩

帯を中心とする地質構造上の関係を考察してみたい。

　謝　辞　この研究にあたり広島大学小島丈児教授からは終始たえず御懇篤な御指導を賜っ

た，厚く御礼申し上げる。　　　　　　　，

　広島大学濡木輝一一，秀敬博士，他ペトロジストクラブの諸学兄からは有益な討論と御助言

をいただいた。

　松尾征二学士は卒業論文としてこの地域を調査され，洞氏からは有益な御教示をいただい

た。山口大学河野通弘博士には，古生層ならびに石灰岩中の紡錘虫化石についていろいろ御

教示をいただいた。これらの方々に対して厚く御礼申し上げる。

II　地　質　お　よ　び　岩　石

　この地域は北部から南部にかけて，不変成古生鳳三郡変成岩狐古生層のメンバーと考

えられる勢断岩類，不変成古生層が，ほぼ東西にのびる帯状の分布を示している。古生層の

うち北部に分布するものは，北方広瀬，鹿野付近から中国山地背梁部にかけて広範囲にわた
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る厚い岩層の南端にあたり》従来その岩相上の類似から秋吉地方における大田層群に相当す

るものと考えられている。南部の古生層は玖珂層群の一部であって，その北縁にあたる。そ

の他には火成岩類として流紋岩ないし石英斑岩が局部的に主として標高200～300m上部から

の山頂を覆って，点在するにすぎない。この地域には大小いくつかの断贋系が発達してい

て，このため地質はいくつかにブロック化している傾向がある。須万一長谷を通る東北一西

南の断層によって地質は大きく東部と西部に分けられる。西側では大田層相当層の古生層の

南部に三郡変成岩が広く分布していて単純であるが，東側は大田層，三郡変成岩，玖珂層群

が帯状に分布していて，その地質構造関係は複雑である。

A　北部古生層（大田層相当屑）

　北山衝上断層から北方の地域一帯に分布している。須万の東方，野々峰・池田・清水付近

にはklippeを形成しており，細長い塊状の形で，長径5kmにおよんでいる。

　構成岩類は主として砂岩，頁岩の互層であるが砂岩が圧倒的に多い。局部的に薄いチャー

’トがはさまれていることがある。砂岩は暗緑灰色ないし暗灰色を呈し，ち密，堅硬でほとん
J

ど層理を認あることができない。まれにやや粗粒の砂岩の中に異常堆積の結果と思われる角

礫状や引きちぎられた黒色頁岩を含むことがある。走向はE－WないしN60Wで，いずれ

も急角度で北に傾斜している。

B　三　郡　変　成　岩　類

　須万一長谷断層から西方では，須万から西南方徳山，鹿野付近にかけて広く分布している

が，東部の地域では北山衝上断層と勇断岩帯との間に細長く分布し，その分布の幅は2．5～

3kmにすぎない。

　岩石についてはすでにいくつかの報告があるので詳細は略する。構成岩類は，黒色片岩，

緑色片岩，砂岩片岩，石英片岩および晶質石灰岩よりなる。黒色片岩が大部分を占め他の岩

類は薄い層状または不規則な形の小岩体として黒色片岩層にはさまれているe岩石の変成度

は緑色片岩相（緑泥石帯）に相当するが，一般に東部地域の方が西部よりも変成の程度が低・

い傾向がある。緑色片岩には層状のものと不規期なアミーバ状の岩体とが見られる。．北方の

北山衝上に近い層状のものは東北一西南系の断層で切られて階段状になっているが，東方崩

ケ谷付近から西方に約8kmにわたって連続していて，厚さは東部でユ◎数m程度，西部で

は所により200mにもおよび，多少膨縮している。この緑色片岩層に接触して蛇紋岩が層状

に長く断続しながらはさまれている。この蛇紋岩には所々にmagnesite鉱床が発達する

が，これについては木野崎吉郎（1961）の報告がある。蛇紋岩の層は緑色片岩層に接するこ

とが多く，三郡変成岩類左整合的に分布することから見て，これは三郡変成と同時に形成さ

・れたものと考えられるe緑色片岩はその他にも薄い層状のものが各所に見られ，押手附近に

はアミーバ状の岩体がある。砂岩片岩は須万西方には厚さ200mにもおよぷ層がみられるが

東部地域には存在しない。石英片岩は局部的な薄い層で，不変成古生層に見られるような縞

状チft’・一一トを原岩とするものではない。晶質石灰岩は片理，線構造ともによく発達している。

野谷南方，長走に小岩体がある。
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C磁 断 岩

　玖珂層群の北縁に東西方向に細長く発達していて，その分布の幅は3kmから厚い部分で

は約6kmにおよんでいる。西の端は末武川構造線で切られるがプ東は本調査地域からさら

に東方の古生層中に連続して発達している。構成岩類としては，泥質岩，チャート源φ岩石

を主とし，少量の砂岩，緑色岩および石灰岩をはさんでいる。

　泥質岩には泥質の基地の中に紡錘形，引きのばされたり引きちぎったりしたようないろい

ろの形状をしたチャー一ト，砂岩，まれに石灰岩や緑色岩の岩片が無数に含まれている（PL

28）。断裂や引きのばしによって生じた優白質の微細な葉片状または雲形の小岩片の平行

配列によって葉理面（勢断面）が形成され，これらの面が剥理面ともなっている。取込まれ

た岩片は，大きなもので長径数十cmから数m，小さいもので数cm～数mmと一定せず，

さらに顕微鏡的なオーダーのものにいたるまで非常に変化がある。これらの岩片は平行配列

が著しく，また中には廻転構造を示すものも見られる1このような岩相の中に局部的ではあ

るが，円く扁平な角のとれた，明らかに円礫と見倣される砂岩，頁岩，チャートを含んでい

ることがある。肉眼的に観察する場合，断裂によって生じたと思われる岩片は輪廓は不規則

であっても，これを取巻く周囲の基地の部分とは調和的に見えるのに対して，礫と思われる

ものはその輪廓は円滑であっても基地の葉理面とは不調和な感じを与える。これら礫質の部

分は全般的に存在するのでなく，ニジ三の薄い層準があるようである。この地方の南部の古．

生層の中には所々に薄い礫層の存在することが知られていることから考えても，この勢断岩

帯にも当然礫の存在する可能性があるわけである。

　顕微鏡下においても肉眼的に観察されると同じように断裂された小岩片を多く含み，これ

らが勇断面に沿って平行配列した構造を呈する（P1．28）。肉眼的には一見断裂構造の見ら

れないphylliticないしslatyな岩石でも顕微鏡下においては，石英，長石，白雲母の破砕

片を含んでいて明らかに断裂構造を示している。しかし泥質部の基地の部分は，多くは再結

晶作用によって生成した石奥・絹雲母・緑泥石などからなり，片理もよく発達している（Pl．

29）。肉眼的に見られる葉状構造はこの片理面と一致するe石英は片理方向にのびた不規

’則な結晶の集合となっており，しばしばやや粗粒の集合からなる分結脈が発達することがあ

る。絹雲母はフイルム状の結晶がシーム状になっている場合が多く，平向配列が著しい。緑、

泥石は不規則な葉片状で，方向配列は絹雲母ほど著しくない。基地の中に取こまれた砂岩や

チャートの部分は，殆ど変成考受けていないで，片理とも無関係で不調和である．所により

脅片理に斜交するfracture　cleavageが発達していることがある。

　チャートの比較的厚い層でははっきりした勇断構造は見られないが，所により少量の泥質

岩と互層するような部分ではboudinage　structureが認められることがある。合の本の河

床には膨縮に冨んだチャート，凝灰岩，頁岩の互層が見られる。（PL　28）一般にチヤー・ト

には不変成古生層に見られるような著しい摺曲構造も少なく，また地図で表わされる岩層の

分布も比較的直線的で，大きな轡曲を示す傾向も少ない。顕微鏡下においては，かろうじて

結晶粒を識別し得る程度に微細であって，不変成のチin・・一トに比べて殆ど再結晶の差が認め

られない。微細な葉片状の絹雲母・緑泥石が認められる。直線的な石英脈が不規剣に発達す

ることが多い。
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　砂岩は厚い岩層では断裂構造は認められないが，しばしば幅数十cmないし数m前後のレ

ンズ状の層が泥質岩中にはさみ込まれていることがある、顕微鏡下においても，破砕構造や

再結晶作用は殆ど認められない．

　緑色岩はうすい層状をなすものと，やや塊状の岩体がある。緑色岩には一般に破砕構造が

認められない。層状の岩層は緑泥石・絹雲母。曹長石・方解石などにより片理がよく発達し

ており，凝灰岩源と考えられ，塊状の岩体では緑泥石，角閃石，曹長石などで片理が殆ど認

められず，変輝緑岩質と考えられる。

　これらの岩石は，泥質岩に見られる緑泥石・絹雲母・石英の生成と片理の発達から，明ら

かに準片岩であって，その変成鉱物の組合せは三郡変成岩の特徴を示している。緑色片岩も

大体これと同じ程度の変成度を示している。砂岩，チャートに殆ど変成作用の影響が認めら

れない点は，これらの岩石が変成作用を受けにくいことを示している。変成の度合は北部三

郡帯に接する付近は高く，南方に行くにしたがってしだいに弱くなる傾向があり，南方不変

成帯に近い所ではわずかに絹雲母の微少片が認められる程度でほとんど再結晶作用は認めら

れず，北から南に漸減して行く傾向がある。　　　．　　・

　石灰岩，勇断岩帯には各所に石灰岩の小岩体がはさまれている。形状は一般にレンズ状で

あるが，採石場などで精しく観察すると必ずしも単純なレンズではなくしばしば不規則に周

囲の岩石と入り組んだ境界を示している。大きさは露出面で幅数mから数十mにおよぷもの

までいろいろである。多くの場合泥質岩にはさまれているがチャー1・の中に爽在される場合

でも周辺部は泥質ないしシルト質のことが多い。また岩体の中央部では塊状で均質である

が，周縁部はふつう圧砕されている場合が多い。大部分は結晶質になっているが，時には不

完全であるが鑑定にたえる化石を産する事がある。筆者はさきに高野の石灰岩から】肱協πα

を発見したが，最近松尾征二（ig61）はこの帯の数カ所から紡錘虫の化石を含む標本を採集

した。河野通弘の鑑定によればPαrafasulines，　r翻6掬εs，　AleosghWGgerimaなどが存在すると

いうことである。

D　玖　　珂　　層　　郡

　勢断岩帯の南の地域一帯，岩国，高森地方，さらに柳井地方の領家縞状片麻岩帯にいたる

まで広範囲に分布する。勢断岩帯との境は漸移的であるが，比較的厚い砂岩層から南には勢

断岩類は見出せないのでこの砂岩層で両者を分帯する。南方は調査地域外であるが，岩徳線

付近を境として領家片状homfels帯に接している。

　構成岩石はチャー1・　，スレートを主とし砂岩層が爽在されている。所々に石灰岩レンズを

はさむ。チャートは黒灰色または乳自色でゴ規則正しい縞状構造が見られる。露頭で観察さ

れる程度め摺曲から，地質図の岩層分布に大きな轡曲構造が示される程度の大きい摺曲構造

を有する。スレー1・＊は本地域においてはむしろ厚いチin・一ト層に爽在された状態で，地質

＊泥質岩中に変成鉱物として絹雲母・緑泥石を晶出していることは，不変成玖珂層群とされている岩

層には全般的に見られる現象である。黒雲母が形成されていることもあるが，一般的ではなく，む
　しろ花闘岩などの熱影響によると考えられる。この低変成岩は領家外縁帯であるから，低度の領家
　変成を受けたというわけではなく，熱変成作用で特徴づけられる領家変成作用とは別のものである
　と考える。しかしこの変成が何に起因するか今のところ明かでない。長野県の領家帯や大和高原の
　領家帯で外縁帯の黒雲母粘板岩帯とされているものとは，黒雲母の有無のちがいからこの地域の
　スレートとは対比できないようである。



山口県三郡帯東部における結贔片岩系と非変成古生代層群との関係 227

図における分布もかなり膨縮に富んぢり窪尖陣レたりするもQが多V≧．砂岩は北部に2N3

旗の層が認φられ・厚い所では坦Q卑にもおよをで瞬る・者石は堅塵舞屡色な鯵レ黒灰色

で・はっきりした層理は認められない。岩質はarkoSeまたはgraywacke　typeである。

粗粒の部分ではわずかに黒色頁岩質の微細なチップを含むことカ1ある。石灰岩は主として頁

岩層にはさまれたレンズ状の小岩体であり，大きさも勇断岩帯のものと同様であるが，結晶

質になつていて未だ化，石は見出せない・⊆の地域Q古iiE層1ま全体ξレて弱い蒙域を受舛てい

るようで2泥質岩で1さ顕徴競でカ≧うつビて離別される程廉の絹雲母や縁犀石象所に占つて1ま

黒雲母の隼成力斗認φられる。

1耳　層　　序　　ξ　　構　　璋

　　　　　　　　　　　　　A層　序　の　撰　要　　　．

　小島（1953）はすで1こ内帯の」碁郡琴成帯の相互関係に？Q華9論文の由で，この地域9層

序関係を次㊤よラ1ξ綺括した。

三　　郡　　変　　成　　帯

都

濃

層

群

：ヒ部層∫大甲層群）

由　　部　層

下　　部　　層

領　家　変　成　帯

．玖　珂　層　群 上1部二畳紀
IA・ンシ、乱ヤシ

、　ノ　　　i〆　　’4＿

＼

　《ξの後の調郵ζ毒少て働地域窮曝られた簿囲でφゑ＃剃馨ξ・蕉瓶レし癖序を享で尋に

いたってい拠）・勇断帯を含φて玖珂層群9i）岩層柱状図も・地質構璋が複雑でφる1ヒめに年

確1紋て螺い・勇断岩帯の石灰岩ρ・中か疹砂噸吻・耀鱗卿8％卿溌馨醜
ことにより，この岩層の時代は一層はっきりしてきた。南方に広く分布する古生層について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　ヤ　　　　ミコ　し
画か？て瓦谷酎近から内蘭q9茸）蕉ホリ1勲§（物（召er6㎎が発見された韓皆があるρで，

溺く蜥帯を鋤ての玖珂麟＊＊1惹畳紀のR・・晦吻α一踊⑫趣瑚当する拷尋
ら，れる。

　ζの地域の太田層は岩相の準質かち見ξ称吉地域の木田層ρ宇ρ毒部層1；料些でき弓寿⑫

であろう・秋吉地方では大田層の上部騨二欄下部韓りか轍韻馨れてY．1．レ、tF

がっ・て三郡変成岸の原岩層は木田層下部層、（CI：　．Cly），さ」らにはそれ。瓦りもかなり古い時≡代

＊同氏の記載された場所には，その後の道路工事のためか石灰岩ほ現在見当らない。

＊＊本地域の友廻の東方約6kmの向畑で最近βnteMenotisが発見され，長谷晃（1961）によって記載され

　た・これを含む上下の地層は明らかに古生層のメンバrであらて，長谷はこのE仰脚顔∫を含む地
　層を・sqhuppeと解釈している。しかしこの三畳紀層も周囲¢，古嶺層と殆ξ辱別がつカ1ないよう奉岩

　相であるので，さらに精査がのぞましい。
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に対比される＊。この地域では三郡変成岩は見掛け上勢断岩層の上位にあるように見えるが，

層序的に見て両者は連続の岩層とは考えられず，別々の層序単元に属すると考えるあが妥当

である。　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

B　構 造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　各岩石の構造とそのGeometryについて考察し，ついで断層および地質構造について述

べる。構造については，北山衝上断層から南部に問魎が多いので，三郡変成帯，勇断岩帯お
奪　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　 c

よび不変成古生層帯についての構造とそれら栢互の関係について述べることにする。

　三郡変成岩類　一般に片理がよく発達していて，泥質岩起源の片岩では優白質と優黒質の

compositi◎Aal　baRdiR9（SDによって葉理てfoliati◎n）が明瞭であるfi緑色片岩では片理の

発達は著しいが，葉理はあまりはっきりしない。黒色片岩では葉理に平行した石英の分結脈

が多い。ふつう肉限的なscale　’で微摺曲することが多く，これらの軸面に平行に勢開（S2）

が発達していて，これが剥理面となっている。野外で測定される主な面構造はこの剥理面で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロし
あって，微摺曲のない平面的な葉理をなす場合，．S1とS2は平行すると考えてよい。顕微鏡

下においては，片理面に斜交してfracture　cleavage（S3）が見られることがある。・

　線構造は，微摺曲軸のほかに，各S面の交線，鉱物の方向配列として表われる。野外で最

も認あ易いのは，小摺曲軸と鉱物の平行配列であって，両者は殆どの場合に平行する。

　勢断岩　チャ“一トの面構造は縞状の規則正しい葉理であって，これはもとの成層面である。

泥質岩の場合面構造は成層面ではなくて，縞状あるいは葉片状に引きちぎられたり，引きの

ばされたりした小岩片の配列面，すなわち勇断面である。これはもとの地層が滑動や変位に

よって生じた機械的葉理（mechanica1　foliati◎R）であって，野外ではこの面が剥理面とな

っている。

　・しかしチヤートと泥質岩の面構造は，露頭の観察でも，S面の統計的処理によっても一致

した傾向を示している。

　線構造は弱く，殆ど測定困難な場合もあるが，剥理面上にあらわれた小さなしわやうね

り，時には紡錘形の小岩片の伸びの方向によって認あることができる。しかし取り込まれた

砂岩やチャートの岩片は，勢断面（ab面）での圧延は明瞭であるが，伸びの測定は，困難な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉
場合が多い。

　不変成古生層　チャート，スレートでは成層面がはっきりしているが，砂岩では明瞭でな

い。砂岩の中に含まれている頁岩の破片も方向性がなく，shearingの形跡は全然認められ

ない。三郡変成岩，勢断岩，不変成岩を通じて，顕微鏡下において，主要面構造に斜交して

fractuτe　cleavageが発達していることがある。これらは殆どが（hog）面であると思われる

が，地域の全般的な傾向はまだ検討するにいたっていない。
．．

　．．。一一 　一　　　　　　　　　　　t

　線構造は，チャートでは摺曲軸，スレートでは成層面上の小じわとして観察されるが，砂

＊秋吉周辺の大田層群では下部層（二神層，村田〉は石炭紀のC三帯～Cw帯に対比され，厚さは約一，

　500mとされている。本地域の場合，都濃層群の下部すなわち三郡変成岩層は，地層の摺曲繰返し

　があるとしてもその原岩層の厚さは数百m程慶ではなく，数千mにもおよぷと考冬られる。した
　がって本地域の都濃層群上部の不変成層を大田層上部，あるいは大田層上，下部に対比し得るとし
　ても，大田層と都濃層群とは別々の堆積区ないし層序単元に属すものであろう。’
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岩でははっきりしない。スレートの場合，線構造は成層面と斜交する壁開面の交線であるe

　以上述べた各帯の構造要素を比較，解析するために，各々の面構造および線構造の

Schmidt投影を行った。第2図にその結果を示す。

　図を読んで次の諸点が指摘される。

　i）三郡変成帯では走向はN80°E～7ぴWでほぼ東西性であり，北傾斜が一般的である。

線構造は東方に1◎～20°落すものが多いが，西方に落すものもあって集中度はあまりよくな

い．線方向に一般的傾向を外れたものがあるが，これは局部的擾乱によるものである。

　ii）勢断帯と不変成古生層とは非常によく似た構造を示している。走向は東謡西から

N50°E位までが多く，北に傾斜するものが多いが，局部的girdieを示していて，そのpole

（β）は線方向の傾向とほぼ一致している。線構造はN70°W，20°Wのものが多い。勇断帯で

はやや散乱する傾向があるが不変成帯では集中度が高い。両帯ともπ一girdleのpoleが線方

向とほぼ一致することは，これらの岩層が均質な摺曲構造を有することを意味している、

　iii）　詳細に検討すれば，三郡変成帯の構造は勇断帯および不変成帯の構造と多少のずれ

が認められる。これは後述するように三郡帯と勇断岩帯の問に走向断層が存在するので，両

者の直接の構造関係を考察する資料にはなりにくい。

2　断 層

　この地域には断層が多く，このために地質はいくつかにブmaック化されている傾向がある。

これらの断層の中には地質上にも重要な意味を持っものもあるのでその主なものについて述

べる。　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　、

　i北山衝上断層一すでに小島（1951）によってかなり詳しく記載されているのでその後明

らかにされた点を補う程度に述べる。この断層は西方の山口地方から鹿野を経て約50km以

上にわたり東西に追跡される。本地域ではほぼ東西に走り，大田層と三郡変成帯とを分けて

いる。東北一西南系の断層群に切られて階段状にずれている。須万から西方では各所で明瞭

な断層の露頭を観察することができ，いずれも東西に近く，北に40°前後傾斜する。須万か

ら東方では直接断層の露頭を確認していないが，大田層と三郡帯とは常は数十mの間で急に

変化し，しかもこれに接する三郡変成岩はいずれも低変成度のものでなく，プロパーであっ

て，岩質に著しい相異があって両者の問に断層を推定せざるを得ない。しかしこの関係は崩

ケ谷までは確かであるが，それより東方になるとはっきりしなくなる＊。須万東方の野々峰，

池田，清水付近では大田層は三郡変成岩の上にのっていて長径5kmにおよぷ楕円状の分布

を示している。両者の境に著しい破砕帯を2，3ケ所認めるごとができ，璋水から水越にい

たるルートでは両者の走向・傾斜が急に不連続に変化するのが認められる。境界線を地図上

で読むと，thrust面はゆるく北西に傾斜している。

＊北衝上断層の東の延長は，最近の河山鉱山の地質図（ig62）には，宮の串付近を通るNE－・－SWの

　断層で切られて，河山鉱山付近では存在しないように書かれている。そしてこの付近では北方不変

　成古生層と三郡変成岩とはNE－SWの正断層で境され，一部漸移するとされている。筆者らの予
　察的調査でもこの付近でのthrustの存在ははっきりしない点がある。しかし河山の東北方4kmあ

　たりから本郷にかけては羽らかに不変成層と三郡帯との間にthrustが確認されるので，この間にお

　けるthrustの存在や性格は今後十分に検討されなければならない．　　”
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第2図　fbliationのpoleおよびlineationの投影（Schmidt投影）
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　il末武川構造線　領家帯および勢断岩帯を含めた玖珂層群と，三郡変成帯とを境する南

北性の断層である。南部は下松市末武川沿いに中須，大田原を経て本地域に連続し，本地域

では南から駄床一デ升谷一野々峰の北方まで追跡することができる。北限は東西性の断層で

切られていて，それより北方では見出せない。一升谷の西方では明瞭に須万のklippeを切

っているので，明らかに北山衝上断層以後で，東西性断層以前に形成されたことが分る。一・

升谷の南でk！ippeに接する場所で明瞭な固化された破砕岩を認めることができる。この地

域の資料では急傾斜する正断層と考えられるが，この断層が勢断岩帯および不変成古生層の

西端を限oており，しかもこの断層から西方では三郡帯のみで玖珂層群のメンバーは全然見

当らないという点からして，この断層がかなり古く形成されたものであり，地質構造の発達

史の上で重要な役割を果していることがうかがえる。

　iii東西性断層　上記の北山衝上断層および末武川構造線を切って，この地域にはほぼ東

一西からN70°E，　N45～60°傾斜の断層がある。おもに三郡変成岩と勇断岩の境にあたって

いて両者の構造と平行する走向断層である。鳴谷の路辺では数十mの破砕帯があり，合の本

の上流では河床に数mの破砕帯が見られる。合の本から野谷に至る間にもこれに平行したい

くつかの走向に沿ったずれが認められる。東方高野の北方では断層の存在はあまり確かでな

く，勢断帯は三郡帯に漸移するようである。

　iv　長谷一須万断層帯　中国地方の山陽側に多く発達する東北一西南性の断層系に属する

　ものである。須万一長谷を通る断層は北は広瀬を経て深須付近，南は中須付近まで追跡さ

・れ，地形的にも断層谷の発達が明らかに認められる。この断層に平行して須万から東方錦川

にいたる間に数百mないし1kmの問隔をおいて数本の断層がある。須万から西方では約

10kmにわたってこの傾向の断層が見当らないので，この地帯は一つの断層帯となっている

ものと思われる。須万，長谷では幅20m～30mにおよぶ顕著な断層破砕帯が見られ，各所に

蛇紋岩がはさみ込まれている。この断層は広瀬南方の河床で，長谷，崩ケ谷北方の石英斑岩

を明瞭に切っているのが観察されるので，断層の形成はこの地方の石英斑岩ないし流紋岩類

の活動よりも新しいことが明らかになった。石英斑岩の分布の状態から，主断層の垂直落差

は少なくとも2◎◎mで東落し，水平のずれは長谷付近で1kmにおよんでいる。

3　地　　質　　構　　造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　地質図や前述のダイヤグラムからも読み取れるように，各岩帯を通じて走向の一般的傾向

はE－WからN70’E，傾斜はN40°～70°が卓越していて，見掛け上は単斜構造を呈する。

しかし精しく検討すれば，南部の不変成古生層ではN70°W，ゆるく2◎°西に落す軸を持つ

背斜構造が見られ，根笠川から北はその北翼にあたる。勢断岩帯では線方向（摺曲軸）は不

変成帯と同じ傾向であるが，チャートの分布から見ると単斜構造を思わせる。しかし高野，

長走，伊田川などの石灰岩よりの化石から見た場合，見かけ上，下部の層から新しい化石が

出て地層の逆転を示すこともあるe三郡変成岩類も見掛け上，北にほぼ連続して単斜構造を

示している。高橋英太郎・他（1960）によれば，根笠から南方玖珂・高森地域にかけて広く

分布する古生層は，少くとも二回の背斜・向斜を繰返すゆるい波状構造を示すということで

ある。そして南方の地域も層序的に見てこの地域の勢断帯と同じ層準ということであるの

で，根笠川に沿った線がほぼ古生層の大きな波状摺曲の北部の背斜軸にあたり，その北翼が
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見掛け上比較的急角度の単斜構造をなす勇断岩帯に連続していることになる。勢断帯の地層

の逆転も偏圧による地層の滑動による変位とを考え合せて，勢断岩帯では同斜状摺曲構造を

していうと考えられる。そして上述のように東西性の断層による勢断岩帯と三郡帯の構造的

なギャップはそれ程大きくないと考えられるので，三郡帯は見掛け上単斜構造をなして薦断

岩帯の上部に連続していることになる。

IV　舅　断　岩　帯　の　形　成

　　この地域で三郡変成岩帯と南部の非変成古生代層との間に存在する勢断岩類は，前章で記

　載したようにいろいろな点で重要な問題を含んでいて興味深い。これらのいくつかの点につ

・いて考察してみよう。

　　1）勢断岩類の野外の産状おホび顕微鏡下に見られる構造の特徴，すなわち葉理および線

　構造の発達，断裂構造やboudinage構造の見られる点などから考えて，この岩類は古生代

　堆積物が恐らくまだ十分に続成作用が進んでいない可塑流動性を有していた時期に偏圧一応

　力を受けて勢断，断裂運動によって形成されたことは疑いない、この点に関して付言しなけ

　ればならないことは，これと類似した岩類が前縁勇断帯からはなれた地域にも分布している

　点である。すなわち，山口県東部に広く分布するいわゆる玖珂層群中にはこの地域ほど広い

　分布ではなく狭い範囲ではあるが，玖珂郡北部深須付近で三郡帯と非変成古生代層群の接す

　る部分に幅200～300mに亘って分布し，その他にも局部的ではあるが，高森付近；領家片状ホ

　ルンフェルス帯では師木野，末武川流域，笠戸島，さらには縞状片麻岩帯中にもこれと同じ

　原岩に由来すると思われる岩相が見られる。しかし都濃層群（三郡帯）や大田層にはこれま

　で見いだしていない。最近中央アルプス領家外縁帯から礒見。片田・他地質調査所領家グル

　ープ（1959，A，　B）端山（1960）などにより，大和高原北縁からは中島（1960）により，

　古生代層の異常堆積岩相が報告されている。これらについてはプリッシュ型の異常堆積が考

『えられている。これに類似した岩相としては，こめ地方でも，広瀬北方の大田層群の砂岩層

　や南方の玖珂層群の砂岩層の申に黒色頁岩のチップを多量に含んだ岩相があり，また粘板岩

　層に爽在される礫状の岩相もこの型式のものであろう。しかしCこで問題の岩相は，かなり

　広範囲な勇断運動を著しく受けている点でこれらの単なる異常堆積岩とは本質的に異なって

　いる＊。

　　2）　この岩層に爽在される引きちぎられたような岩片が，石灰岩レンズをも含めて，外来

　性のものではないか（例えば第二次地向斜性の堆積物）という疑問がある。これについて
も，この地方の玖珂層翻とは点々撫数の石灰岩がこの勢断帯と同じ程度磁魔存在し

　ていて，この帯のみが外来性のものとは考えられず，一応現地堆積性のものと考えられる。

　また秋吉周辺の非石灰岩古生代層中の石灰岩レンズの産状も玖珂層群の場合とよく似ている

　ようである。

　　3）　この帯の岩種構成は玖珂層群プロパーと同様であるがこれらの岩石がとくにこの帯の

　北部では三郡様式の変成作用を受けて准片岩となっていて，変成作用は北の三郡帯に接する

＊鹿児島県の時代未詳千枚岩層から河内洋祐（1962）はboudinag¢構造を有する岩石を報告し，これ

　については変成時における岩石のcompetencyの差と解している。

、
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部分から南に遠ざかるにしたがって漸移的に弱まっている。さきに筆者は鳥取県若桜地域で

北方の三郡変成岩が・幅2kmにおよぶ勢断岩帯を境にして南方のチャート，頁岩の互層から

なる古生代層に接していることを報告した。若桜地域でも単斜構造をなし，見掛け上，下部か

ら非変成古生代層，勢断帯，三郡変成岩帯となっていて，本地域の地質構造とよく似ている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 　

つまり，三郡変成岩帯の周辺部で非変成古生代層との間に勢断帯が存在する点が共通である。

　4）　玖珂層群を領家変成岩類の原岩層であるとしても，領家変成作用が勢断岩類の形成さ

れたと同じ時期であることにはもちろんならない。いわゆる領家変成作用は堆積層の摺曲運

動から後の時期に段階的に行なわれたものであることは，濡木（1960）や岡村（1960）によ

って明らかにされている。

　以上述べた諸事実から判断して，この地域の勇断岩帯の形成を次のようにまとめることが

できる。古生代の堆積層である都濃層群と玖珂層群とは，もともと異なった堆積区に属して

いて，都濃層群上部（非変成層）と玖珂層群とは同時異相の関係にあった。したがって都濃

層群の三郡変成岩の原岩層になる部分は玖珂層群（二畳紀）よりもずoと以前から堆積が行

なわれていた。これらの堆積層は二畳紀末か三畳紀に，岩石がまだ十分に固化作用の進まな

い流動可塑性を有する時期から造山運動を蒙り，都濃層群下部は三郡変成作用をうけ，上部

層や玖珂層群には現在見られるような変形や摺曲構造が形成された。この変成e，摺曲運動の

過程において（恐らく末期）に都濃層群の南縁部で三郡変成岩層が北から南への衝上性運動

によって玖珂層群に接するようになった。そしてこの運動に伴って玖珂層群の衝上帯に接す

る部分は，勢断運動によって砂岩，チte　’一トなどは断裂，勢断作用を受け，同時に弱い広域

変成作用をも蒙って准片岩が形成された。玖珂層群中に局部的に発達する勢断岩もこの時期

の運動に伴って派生した勢断運動によると考えられる。

V　あ　　と　　が　　き

　本論文では，従来の報告にその後の調査による新しい資料を加えて，主として次の諸点を

明らかにした。1）末武川構造線は，この地方の玖珂層群（勢断岩帯，領家変成帯を含めて）

の西端を限る南北性の断層であって，衝上性のものでなくむしろ正断層と考えられ，これに

よって玖珂層群は三郡変成帯に接している。断層の北隈は東西性断層で切られ，それより北

方には見当らないざ断層の形成は北山衝上断層よりも新しく，東西性断層よりも古い。2）　　　・

三郡変成帯は北部は北由衝上断層により不変成古生層（大田層相当層）に接し，南部は須万

から東方においては，勢断岩帯をはさんで玖珂層群に接する、3）勢断岩帯は玖珂層群のメ

ンバーで，造山運動による変形，摺曲運動の過程において都濃層群中・下部層（三郡変成岩

層）の北から南への衝上性の運動に伴って形成され，三郡帯に接する部分は三郡変成作用を

受けて准片岩となった。したがって各地の古生層に見られる異常堆積相や層内礫岩相などと

は区別されるべきである。　　　　　／

　この地域は比較的せまい範囲ではあるが，内帯の変成帯や古生代層の各メンバーの直接的’

関係を知ることのできる重要なフィールドであるが，内帯の基盤岩類の地質構造および変成’

の発達史を解明するためには，もち論今後さらに広い地域の調査と資料による考察が必要で　　・

ある。　　　　　　　　　　　　　　　．
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図　　版　　説　　明

A　チャート質勇断岩の露頭写真

　　　美川跡合の本

B　泥質勢断岩の露頭写真

　　　美川町高野北方

C　勢断岩の研磨面　〃b実物大

　　美川町笹谷
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図　　版　　説 明

A　勇断岩の薄片拡大図，黒色準片岩

　　　美州町西ケ谷

B　勇断岩の薄片拡大図，黒色準片岩

　斜交するcleavageが発達している

　　　都濃臨大久保

C　顕微鏡写真黒色準片岩　　　×40

　　絹雲母・緑泥石により片理が発達して

　　いる

　　　美絹町野谷

D　顕微鏡写輿　黒色準片岩　　×4◎

　　肉眠的には勇断の影響は認められない

　　が顕微鏡下では破砕構造が著しい。

　　　　都濃町柏谷
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　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　　　　　例
1：沖積層，2：流紋岩類，3：大田層群，4：黒色片岩，5：緑色片岩，6：蛇紋岩，7：勇断岩（泥質），

8：スレート，9：チヤート，10：砂岩，11：石灰岩，12：断層．


